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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局と移動局との間で制御情報及びデータの送受信を行う移動無線通信システムであ
って、
　前記基地局は、符号系列と当該符号系列を前記移動局に通知するタイミング情報とから
なるユーザ識別情報を前記移動局に一時的に割当てる手段と、前記移動局における前記パ
ケットの受信が可能か否かの状態の更新を示す送受信状態更新情報を前記移動局に通知す
る手段とを有し、
　前記基地局は、自局が管理するセル内に前記移動局が移動してきたときに当該移動局に
前記ユーザ識別情報を割当て、
　前記送受信状態更新情報に基づいて、前記移動局で前記パケットの受信が可能なアクテ
ィブ状態と、前記移動局で前記パケットの受信が不可能なサスペンド状態とのいずれかに
設定するサスペンド制御を実行し、
　前記送受信状態更新情報に前記サスペンド制御の対象となる移動局の前記ユーザ識別情
報を割り振るとともに、
　その際に対象となる移動局に通知するタイミング情報のタイミングにて前記符号系列を
通知することを特徴とする移動無線通信システム。
【請求項２】
　前記ユーザ識別情報は、予め設定された所定の順番で前記移動局に割当てられることを
特徴とする請求項１記載の移動無線通信システム。
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【請求項３】
　前記所定の順番は、前記ユーザ識別情報相互の符号及びタイミングの違いが大きくなる
ような順番であることを特徴とする請求項２記載の移動無線通信システム。
【請求項４】
　前記移動局は、前記基地局によって複数の前記ユーザ識別情報からなる通知情報内にお
いて自局のユーザ識別情報の後段に位置するユーザ識別情報が前記自局のユーザ識別情報
よりも先に示された時にそれ以降のユーザ識別情報について無視することを特徴とする請
求項１から請求項３のいずれか記載の移動無線通信システム。
【請求項５】
　前記符号系列は、前記符号系列の通知情報内においてそのタイミング以降に前記符号系
列がないことを示す特定符号を含み、前記特定符号との符号間距離が大きい符号系列から
優先して前記移動局に割り当てることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか記載
の移動無線通信システム。
【請求項６】
　前記特定符号は、前記通知情報内において最初に顕在した位置から連続して送信される
ことを特徴とする請求項５記載の移動無線通信システム。
【請求項７】
　前記基地局は、前記移動局に通知される前記ユーザ識別情報のタイミング及び前記ユー
ザ識別情報の通知情報内における当該移動局に対応する固定タイミングで当該移動局への
情報を通知することを特徴とする請求項１から請求項６のいずれか記載の移動無線通信シ
ステム。
【請求項８】
　前記移動局に対する呼出しの有り／無しの表示をオン／オフ情報で行うことを特徴とす
る請求項７記載の移動無線通信システム。
【請求項９】
　前記基地局が管理するセル内の移動局に前記ユーザ識別情報が付与不能となった時に前
記ユーザ識別情報を重複して前記移動局に割当てることを特徴とする請求項１から請求項
８のいずれか記載の移動無線通信システム。
【請求項１０】
　前記ユーザ識別情報に用いるビット数を特定する第１のフラグ情報を前記基地局から前
記移動局に通知し、前記ユーザ識別情報のビット数を可変としたことを特徴とする請求項
１から請求項９のいずれか記載の移動無線通信システム。
【請求項１１】
　前記ユーザ識別情報の数が予め設定した所定個数以下の場合に前記ユーザ識別情報を前
記移動局各々に通知し、前記所定個数以上の時に前記移動局全てを特定する情報を通知す
ることを特徴とする請求項１から請求項１０のいずれか記載の移動無線通信システム。
【請求項１２】
　通知される前記ユーザ識別情報が予め定めた個数より多いか少ないかを第２のフラグ情
報を用いて通知することを特徴とする請求項１から請求項１１のいずれか記載の移動無線
通信システム。
【請求項１３】
　移動局との間で制御情報及びデータの送受信を行う基地局であって、
　符号系列と当該符号系列を前記移動局に通知するタイミング情報とからなるユーザ識別
情報を前記移動局に一時的に割当てる手段と、前記移動局における前記パケットの受信が
可能か否かの状態の更新を示す送受信状態更新情報を前記移動局に通知する手段とを有し
、
　自局が管理するセル内に前記移動局が移動してきたときに当該移動局に前記ユーザ識別
情報を割当て、
　前記送受信状態更新情報に基づいて、前記移動局で前記パケットの受信が可能なアクテ
ィブ状態と、前記移動局で前記パケットの受信が不可能なサスペンド状態とのいずれかに
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設定するサスペンド制御を実行し、
　前記送受信状態更新情報に前記サスペンド制御の対象となる移動局の前記ユーザ識別情
報を割り振るとともに、
　その際に対象となる移動局に通知するタイミング情報のタイミングにて前記符号系列を
通知することを特徴とする基地局。
【請求項１４】
　基地局と移動局との間で制御情報及びデータの送受信を行う移動無線通信方法であって
、
　符号系列と当該符号系列を前記移動局に通知するタイミング情報とからなるユーザ識別
情報を前記基地局が前記移動局に一時的に割当て、
　前記基地局は、管理するセル内に前記移動局が移動してきたときに当該移動局に前記ユ
ーザ識別情報を割当て、
　前記移動局における前記パケットの受信が可能か否かの状態の更新を示す送受信状態更
新情報を前記基地局から前記移動局に通知し、
　前記送受信状態更新情報に基づいて、前記移動局で前記パケットの受信が可能なアクテ
ィブ状態と、前記移動局で前記パケットの受信が不可能なサスペンド状態とのいずれかに
設定するサスペンド制御を実行し、
　前記送受信状態更新情報に前記サスペンド制御の対象となる移動局の前記ユーザ識別情
報を割り振るとともに、
　その際に対象となる移動局に通知するタイミング情報のタイミングにて前記符号系列を
通知することを特徴とする移動無線通信方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は移動無線通信システム、基地局及びそれらに用いる移動無線通信方法に関し、特
に移動無線通信システムにおけるＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇｈ－ＳｐｅｅｄＤｏｗｎｌｉｎｋ　
Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）サービス等のパケット通信方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、ＨＳＤＰＡサービスにおいては、図１３に示すように、移動局１０２と基地局１０
１との間にはＤＰＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：個別
チャネル）［ＤＬ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ）／ＵＬ（Ｕｐｌｉｎｋ）］が設定されている。図
１３において、基地局１０１には基地局制御装置［例えば、ＲＮＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔ
ｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）］１０３が接続されている。
【０００３】
移動局１０２は、図１４に示すように、基地局１０１から指定された４ＣＨ（Ｃｈａｎｎ
ｅｌ）のＨＳ－ＳＣＣＨ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ）を常に受信し、ＨＳ－ＳＣＣＨに含まれる移動局ＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅ
ｒ）の情報を検知し、自局の移動局ＩＤと一致しているかどうかを判定する。
【０００４】
ＨＳ－ＳＣＣＨで自局の移動局ＩＤを検知した場合、移動局１０２はそのＨＳ－ＳＣＣＨ
で送信されてくる制御情報を使って、そのＨＳ－ＳＣＣＨから所定の時間遅れで送信され
るＨＳ－ＰＤＳＣＨ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓ
ｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を受信する。
【０００５】
また、ユーザデータや上位層の制御情報等で個別チャネルにおいて送信すべきデータ（以
下、個別チャネルデータとする）が発生した場合、移動局１０２及び基地局１０１は直ち
にＤＰＣＨ（ＵＬ／ＤＬ）を用いて送信する（例えば、非特許文献１参照）。
【０００６】
上述したＨＳＤＰＡは下り回線において高速パケット伝送を行う方式であり、ＨＳＤＰＡ
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サービス受信可能状態では下り回線でＣＰＩＣＨ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｐｉｌｏｔ　Ｃｈａｎ
ｎｅｌ）、ＨＳ－ＰＤＳＣＨ、ＨＳ－ＳＣＣＨ、ＤＰＣＨ（ＤＬ）を送信し、上り回線で
ＨＳ－ＤＰＣＣＨ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＤＰＣＨ（ＵＬ）を送信する。
【０００７】
ＣＰＩＣＨは基地局１０１が管理するセル内の全ての移動局に対して送信されるパイロッ
ト信号であり、基地局１０１から所定の電力で送信されており、パスサーチ、伝送路の推
定、ＤＬの受信品質の測定等に用いられる。ＨＳ－ＰＤＳＣＨはユーザデータをパケット
伝送する共用チャネルであり、複数の移動局間で時間多重して使用される。
【０００８】
ＨＳ－ＳＣＣＨはＨＳ－ＰＤＳＣＨで送信されるパケットを受信するために必要な制御デ
ータを送信するための共用チャネルであり、複数の移動局間で時間多重して使用される。
各移動局は常に１または複数のＨＳ－ＳＣＣＨを受信し、自局宛ての場合、ＨＳ－ＳＣＣ
Ｈの制御情報を用いてＨＳ－ＰＤＳＣＨのパケットを受信する。
【０００９】
ＤＰＣＨ（ＤＬ／ＵＬ）はＤＰＣＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：個別制御チャネル）と、ＤＰＤＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　
Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄａｔａ　Ｃｈａｎｎｅｌ：個別データチャネル）とからなる。
【００１０】
ＤＰＣＣＨでは対となるチャネルの送信電力制御情報であるＴＰＣ（Ｔｒａｎｓｍｉｔ　
Ｐｏｗｅｒ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）ビットやＤＰＤＣＨの構成を示すＴＦＣＩ（Ｔｒａｎｓｐ
ｏｒｔ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ：送信フォーマ
ット情報）等の物理レイヤの制御情報が送信される。ＤＰＤＣＨではユーザデータや上位
層の信号である個別チャネルデータが送信される。
【００１１】
ＨＳ－ＤＰＣＣＨはＣＰＩＣＨの品質測定結果から決定したＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑ
ｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ：下り回線品質情報）、受信したパケットの通達確
認情報であるＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ／Ｎｅｇａｔｉｖｅ　
Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔｓ）を送信する個別チャネルである。
【００１２】
上述したＨＳＤＰＡサービス等のパケット通信方法では、各移動局に固有のＭＳＩから各
セル毎に固有の数にグループ分けを行っており、このグループＩＤを用いて移動局と基地
局との間で上述した制御情報等のデータ送受信が行われている（例えば、非特許文献２参
照）。
【００１３】
【非特許文献１】
３ＧＰＰ　ＴＲ（Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｒｅｐｏｒｔ）２５．８５８，Ｖ５．０．０，２
００２年３月
【非特許文献２】
「デジタル方式自動車電話システム、第一文節４－１－１０－３チャンネル構造の指定」
ＡＲＩＢ（Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｒａｄｉｏ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　ａｎｄ
　Ｂｕｓｉｎｅｓｓｅｓ）　ＲＣＲ　ＳＴＤ－２７（平成１４年５月改定）
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
上述した従来のパケット通信方法では、移動局に割当てられるＩＤが端末固有のため、接
続状態によってグループＩＤ（ＧＩＤ：Ｇｒｏｕｐ　ＩＤ）資源を有効に活用することが
できないという問題がある。
【００１５】
そこで、本発明の目的は上記の問題点を解消し、移動局の数に対してグループＩＤを短く
することができ、エア資源の効率化を図ることができる移動無線通信システム、基地局及
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びそれらに用いる移動無線通信方法を提供することにある。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
　本発明による移動無線通信システムは、基地局と移動局との間で制御情報及びデータの
送受信を行う移動無線通信システムであって、
　前記基地局は、符号系列と当該符号系列を前記移動局に通知するタイミング情報とから
なるユーザ識別情報を前記移動局に一時的に割当てる手段と、前記移動局における前記パ
ケットの受信が可能か否かの状態の更新を示す送受信状態更新情報を前記移動局に通知す
る手段とを備え、
　前記基地局は、自局が管理するセル内に前記移動局が移動してきたときに当該移動局に
前記ユーザ識別情報を割当て、
　前記送受信状態更新情報に基づいて、前記移動局で前記パケットの受信が可能なアクテ
ィブ状態と、前記移動局で前記パケットの受信が不可能なサスペンド状態とのいずれかに
設定するサスペンド制御を実行し、
　前記送受信状態更新情報に前記サスペンド制御の対象となる移動局の前記ユーザ識別情
報を割り振るとともに、
　その際に対象となる移動局に通知するタイミング情報のタイミングにて前記符号系列を
通知している。
【００１９】
　本発明による基地局は、移動局との間で制御情報及びデータの送受信を行う基地局であ
って、
　符号系列と当該符号系列を前記移動局に通知するタイミング情報とからなるユーザ識別
情報を前記移動局に一時的に割当てる手段と、前記移動局における前記パケットの受信が
可能か否かの状態の更新を示す送受信状態更新情報を前記移動局に通知する手段とを備え
、
　自局が管理するセル内に前記移動局が移動してきたときに当該移動局に前記ユーザ識別
情報を割当て、
　前記送受信状態更新情報に基づいて、前記移動局で前記パケットの受信が可能なアクテ
ィブ状態と、前記移動局で前記パケットの受信が不可能なサスペンド状態とのいずれかに
設定するサスペンド制御を実行し、
　前記送受信状態更新情報に前記サスペンド制御の対象となる移動局の前記ユーザ識別情
報を割り振るとともに、
　その際に対象となる移動局に通知するタイミング情報のタイミングにて前記符号系列を
通知している。
【００２２】
　本発明による移動無線通信方法は、基地局と移動局との間で制御情報及びデータの送受
信を行う移動無線通信方法であって、
　符号系列と当該符号系列を前記移動局に通知するタイミング情報とからなるユーザ識別
情報を前記基地局が前記移動局に一時的に割当て、
　前記基地局は、管理するセル内に前記移動局が移動してきたときに当該移動局に前記ユ
ーザ識別情報を割当て、
　前記移動局における前記パケットの受信が可能か否かの状態の更新を示す送受信状態更
新情報を前記基地局から前記移動局に通知し、
　前記送受信状態更新情報に基づいて、前記移動局で前記パケットの受信が可能なアクテ
ィブ状態と、前記移動局で前記パケットの受信が不可能なサスペンド状態とのいずれかに
設定するサスペンド制御を実行し、
　前記送受信状態更新情報に前記サスペンド制御の対象となる移動局の前記ユーザ識別情
報を割り振るとともに、
　その際に対象となる移動局に通知するタイミング情報のタイミングにて前記符号系列を
通知している。
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【００２５】
すなわち、本発明の第１の移動無線通信システムは、ＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ
　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）のサスペンド制御の送受信状態更新
情報（ＳＵＳ：Ｓｔａｔｕｓ　Ｕｐｄａｔｅ　Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）（以下、状態更新情
報とする）を送信する際に、その状態更新情報に用いられるグループＩＤ（ＧＩＤ：Ｇｒ
ｏｕｐ　ＩＤ）（符号系列）と状態更新フレーム（ＳＵＦ：Ｓｔａｔｕｓ　Ｕｐｄａｔｅ
　Ｆｒａｍｅ）ナンバ（グループＩＤを移動局に通知するタイミング情報）とによる移動
局に対するサスペンド（Ｓｕｓｐｅｎｄ）制御において、各移動局に割当てられたＩＤ（
識別情報）を呼び出す場合に、予め各基地局のセルへの移動の際に割当られた各移動局Ｉ
Ｄ［ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）　ＩＤ］のビット数よりも少ないグループＩ
Ｄと状態更新フレームナンバとからなるユーザＩＤを用いている。これによって、本発明
の第１の移動無線通信システムでは、移動局のＩＤを簡略化し、エアリソースの有効活用
を行い、結果として移動局の低電力化を実現している。
【００２６】
この場合、本発明の第１の移動無線通信システムでは、各端末に割り振るグループＩＤの
割り振り方の順序、つまり状態更新情報上のグループＩＤの順番（降順、昇順）を予め決
めておき、移動局において、自グループＩＤがとばされた場合にはそれ以降の情報につい
ては無視する。言い換えると、移動局は自局に割当てられたユーザＩＤの状態更新フレー
ムナンバのタイミングで、ユーザＩＤのグループＩＤが存在するかを確認し、グループＩ
Ｄがあればサスペンド制御を行い、グループＩＤがなければサスペンド制御を行わない。
【００２７】
このグループＩＤがあるかないかを判別する際に、移動局は自グループＩＤがとばされる
と、つまり自グループＩＤが確認される前に後段に位置するグループＩＤ（降順であれば
小さいグループＩＤ、昇順であれば大きいグループＩＤ）を確認すると、それ以降のグル
ープＩＤの判別をやめ、グループＩＤがないと判別してサスペンド制御を行わない。
【００２８】
ここで、サスペンド制御とは移動局をアクティブ状態またはサスペンド状態にする制御の
ことである。アクティブは移動局が通常のＨＳＤＰＡを受信できるようにする、つまりパ
ケット送信のために必要な制御情報を受信できるようにする状態であり、全ての回路への
電源がＯＮとなっている状態である。また、サスペンドは移動局がＨＳＤＰＡを受信でき
ないようにした状態であり、ＨＳＤＰＡの受信にかかわる回路への電源がＯＦＦとなる電
力消費削減モードにいる状態である。
【００２９】
さらに、本発明の第１の移動無線通信システムでは、グループＩＤに“ＩＧＮＯＲ（状態
更新情報中にこれ以降はグループＩＤはないという意味の符号）”を設け、ＩＧＮＯＲＥ
と距離の大きいグループＩＤから割り当てている。例えば、グループＩＤ＝“０００”は
“ＩＧＮＯＲＥ”とし、“０００”から距離大のＩＤ“１１１”からグループＩＤを優先
して割り当てる方法がある。その際、状態更新情報中において“ＩＧＮＯＲＥ”の後は全
て“ＩＧＮＯＲＥ”とする。
【００３０】
本発明の第２の移動無線通信システムは、状態更新フレーム及び状態更新情報中において
、サスペンド制御に上記の各グループＩＤのタイミングを用いている。この場合には、状
態更新フレームのタイミング情報を用いるだけでなく、状態更新情報中において予め指定
された各グループＩＤ毎のタイミングにアクティブ（Ａｃｔｉｖｅ）／サスペンド情報を
入れ、ユーザＩＤのタイミングでサスペンド制御を行っている。つまり、各グループＩＤ
は状態更新フレーム毎に固定位置（タイミング）に割当てられており、移動局はその固定
位置（タイミング）の情報（アクティブ／サスペンド情報）を確認してサスペンド制御を
行っている。
【００３１】
また、本発明の第２の移動無線通信システムでは、上記のアクティブ／サスペンド情報の
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代わりに、ＯＮ／ＯＦＦ情報をいれることも可能である。この場合、各移動局に対する呼
出しの有り／無しの表示は、グループＩＤではなく、ＯＮ／ＯＦＦ情報を“０００”，“
１１１”で表している。時間情報が誤りにくいと考えると、ＯＮ／ＯＦＦ情報は３ビット
のため、誤りが起こりにくい。
【００３２】
本発明の第３の移動無線通信システムは、グループＩＤのビット数を通知するＶａｒｉａ
ｂｌｅ　ＩＤ　Ｆｌａｇ　１（状態更新情報で１つのグループＩＤに使うビット数を規定
するフラグ）（“０００”：ｓｈｏｒｔ，“１１１”：ｌｏｎｇ）を設けて通知すること
で、グループＩＤの長さ（ビット数）を可変にしている。この場合には、伝送するグルー
プＩＤの数が少なければ“ｌｏｎｇ”とし、グループＩＤの長さ（ビット数）を大きくし
て、グループＩＤの各符号を繰り返すことで、状態更新情報の信頼性を高めている。
【００３３】
本発明の第４の移動無線通信システムは、上記のユーザＩＤ（グループＩＤ＋状態更新フ
レームナンバ）によって、移動局にユニークにＩＤ割り当てを行うことができなくなった
場合、異なる移動局に同じユーザＩＤの重複割当てを行う。その後、制御情報で予め設定
された移動局固有のＩＤを送り直すことによって、移動局が自局へのメッセージかどうか
を特定することが可能となる。
【００３４】
この場合、上述した処理と同様に、各移動局に割り振るグループＩＤの重複割り振りの順
序、つまり状態更新情報上のグループＩＤの順番（降順、昇順）を予め決めておき、移動
局において、自グループＩＤがとばされた場合にはそれ以降の情報については無視する。
【００３５】
また、基地局はグループＩＤを重複して割り振る場合に、Ｖａｒｉａｂｌｅ　ＩＤ　Ｆｌ
ａｇ　２（グループＩＤの重複割当時にグループＩＤを増やしていった場合、状態更新情
報で１つのグループＩＤに使うビット数を規定するフラグ）によってグループＩＤのビッ
ト数を増やして割り振る。状態更新情報において、基地局は伝送するグループＩＤ数が多
い場合にグループＩＤを短く（初期値）、少ない場合に伝送するグループＩＤを長くし（
ビット数を増やし）、重複によって増えた全グループＩＤを送信する。
【００３６】
本発明の第５の移動無線通信システムは、グループＩＤを４ビット、状態更新情報領域を
２０ビットとすると、アクティブにしたいグループＩＤ数が３個以下の場合に各グループ
ＩＤを表示し、それ以上の時にＡｌｌ　ａｃｔｉｖｅ（状態更新情報中で呼ばれる可能性
のある全てのグループＩＤによって指定される全ての移動局をアクティブにするという意
味の符号）にする。
【００３７】
本発明の第６の移動無線通信システムは、Ｆｉｘｅｄ　Ｎｕｍｂｅｒ　Ｆｌａｇ（予め定
めたグループＩＤ数より状態更新情報中に送信するグループＩＤ数が多いか少ないかを表
示するフラグ）を用いて、状態更新情報中で呼ばれるグループＩＤ数が予め決められた所
定数より多いかどうかを表示し、グループＩＤのアクティブ／サスペンドを判定する際の
確からしさを高める。
【００３８】
Ｆｉｘｅｄ　Ｎｕｍｂｅｒ　Ｆｌａｇにおいて、所定数を１とすると、ＡｌｌＳｕｓｐｅ
ｎｄ（状態更新情報中で呼ばれる可能性のある全てのグループＩＤによって指定される全
ての移動局をサスペンドにするという意味の符号）かどうかのフラグになる。
【００３９】
上記のように、本発明では、テンポラリに割当てられたユーザＩＤを用い、またそのユー
ザＩＤに用いられるグループＩＤをテンポラリに割当てることによって、その移動局個々
を特定するためのユーザＩＤにグループＩＤと状態更新フレームナンバとの組合せとする
ことが可能となるため、移動局の数に対してグループＩＤをさらに短くすることが可能と
なり、状態更新情報を通知するために移動局固有のＩＤを用いる場合よりも、エア資源の
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効率化を図ることが可能となる。
【００４０】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の一実施例について図面を参照して説明する。図１は本発明の実施の形態に
よる移動無線通信システムの構成を示すブロック図である。図１において、本発明の実施
の形態による移動無線通信システムは基地局１と、移動局２と、基地局制御装置［例えば
、ＲＮＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）］３とから構成されて
いる。
【００４１】
図２は図１の基地局１及び移動局２の間で送受信される信号の流れを示す図である。これ
ら図１及び図２を参照して本発明の実施の形態による移動通信システムの動作について説
明する。本実施例ではパケットが到着している場合のみ、送受信状態更新情報［移動局２
の現在の状態更新フレーム（ＳＵＦ：ＳｔａｔｕｓＵｐｄａｔｅ　Ｆｒａｍｅ）での状態
を通知する信号］（以下、状態更新情報とする）（ＳＵＳ：Ｓｔａｔｕｓ　Ｕｐｄａｔｅ
　Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）でアクティブと指定し、個別チャネルデータ［図２中ではＨＬＳ
（Ｈｉｇｈｅｒ　Ｌａｙｅｒ　Ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）と表示］のある場合には状態がサス
ペンドだが、状態更新フレームの先頭からＤＰＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃ
ａｌＣｈａｎｎｅｌ：個別チャネル）の送受信のみ継続するようにしている。
【００４２】
移動局２は基地局１の管理するセル内に移動すると、基地局１によって、各移動局ＩＤ［
ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）　ＩＤ］のビット数よりも少ないグループＩＤ（
ＧＩＤ：Ｇｒｏｕｐ　ＩＤ）（符号系列）と状態更新フレームナンバ（グループＩＤを移
動局に通知するタイミング情報）とからなるユーザＩＤが付与される。
【００４３】
移動局２は基地局１から指定された４ＣＨ（Ｃｈａｎｎｅｌ）のＨＳ－ＳＣＣＨ（Ｈｉｇ
ｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を常に受信し、この
ＨＳ－ＳＣＣＨで送信されてくる制御情報を使って、そのＨＳ－ＳＣＣＨから所定の時間
遅れで送信されるＨＳ－ＰＤＳＣＨ（Ｈｉｇｈ　Ｓｐｅｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗ
ｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を受信する。
【００４４】
本実施の形態では基地局１から移動局２に、ＨＳ－ＳＣＣＨを用いて、上記の制御情報の
みならず、予め設定された状態更新フレーム（例えば、１００ｓｅｃを周期とする移動局
２の状態制御を行う単位フレーム）における状態［アクティブ（Ａｃｔｉｖｅ）／サスペ
ンド（Ｓｕｓｐｅｎｄ）］を指示するための送受信状態更新情報（移動局２の現在の状態
更新フレームでの状態を通知する信号）（以下、状態更新情報とする）をも通知している
。状態更新情報には上記のユーザＩＤのグループＩＤまたはサスペンド制御情報が含まれ
ており、移動局２はそれらの情報に基づいてサスペンド制御を行う。
【００４５】
ここで、サスペンド制御とは移動局２をアクティブ状態またはサスペンド状態にする制御
のことである。アクティブは移動局が通常のＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗ
ｎｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓｓ）を受信できるようにする、つまりパケット送
信のために必要な制御情報を受信できるようにする状態であり、全ての回路への電源がＯ
Ｎとなっている状態である。また、サスペンドは移動局がＨＳＤＰＡを受信できないよう
にした状態であり、ＨＳＤＰＡの受信にかかわる回路への電源がＯＦＦとなる電力消費削
減モードにいる状態である。
【００４６】
したがって、移動局２では基地局１から予め設定された周期（所定間隔）で送られてくる
状態更新情報を基に、その状態更新フレームでの状態（モード）が設定されることとなる
。よって、移動局２ではパケットの受信やユーザデータや上位層の制御情報等で個別チャ
ネルにおいて送信すべきデータ（以下、個別チャネルデータとする）［Ｌ（Ｌａｙｅｒ）
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１より上のレイヤの制御情報（アプリケーション、チャネル変更、ハンドオーバ等の各種
制御情報）］の送受信以外の時にサスペンド状態となることで、パケットの待ち受け状態
での消費電力を削減しつつ、データ送信の要求があった場合に速やかにパケット送信を行
うことができる。
【００４７】
基地局１はサスペンド制御のために、アクティブにしたい移動局２に予め割り振られたユ
ーザＩＤのグループＩＤを、予め割り振られたユーザＩＤの状態更新フレームナンバのタ
イミングで送信される状態更新情報中で送信することによって行う。
【００４８】
図３は本発明の第１の実施例による基地局の構成を示すブロック図である。図２において
、基地局１はアンテナ１１と、送受信共用器（ＤＵＰ：ｄｕｐｌｅｘｅｒ）１２と、受信
部１３と、ユーザデータ分離部１４と、パケット送信制御部１５と、ＧＩＤ振り分け部１
６と、状態更新決定部１７と、バッファ１８と、信号合成部１９と、送信部２０とを含ん
で構成されている。尚、基地局１の呼制御部分、音声入出力部分、表示部分については、
公知の技術が適用可能であるので、それらの構成及び動作についての説明は省略する。
【００４９】
受信部１３はアンテナ１１及び送受信共用器１２を介して受信した信号［ＤＰＣＨ（ＵＬ
）等］をユーザデータ分離部１４に送出する。ユーザデータ分離部１４は受信部１３から
の受信信号をユーザ情報（音声信号、画像信号等）と制御情報［ＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ
　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ：下り回線品質情報）情報等］とに分離し、ユ
ーザ情報を上述した基地局１の呼制御部分、音声出力部分、表示部分に送出し、制御情報
をパケット送信制御部１５に送出する。
【００５０】
パケット送信制御部１５はユーザデータ分離部１４からのＣＱＩ情報と状態更新決定部１
７からのアクティブ移動局情報とを基に、バッファ１８に一時蓄積されたパケットの送信
制御を行う。ＧＩＤ振り分け部１６は制御情報に基づいて後述する方法によって各移動局
２に上述したユーザＩＤのグループＩＤを振り分け、そのグループＩＤを状態更新決定部
１７に通知する。
【００５１】
状態更新決定部１７はバッファ１８に一時蓄積されたパケットの有無情報を基に移動局２
をアクティブ状態とするか、サスペンド状態とするかを決定し、その決定結果に応じてア
クティブ移動局情報をパケット送信制御部１５に、状態更新情報信号（移動局２への状態
更新情報）を信号合成部１９に、個別チャネル送受信ＯＮ／ＯＦＦ信号を受信部１３及び
送信部２０にそれぞれ送出する。以下、状態更新決定部１７による移動局２をアクティブ
状態とするか、サスペンド状態とするかの処理をサスペンド制御とする。
【００５２】
バッファ１８はユーザ情報（パケット）を一時蓄積し、信号合成部１９はバッファ１８に
一時蓄積されたユーザ情報（パケット）、状態更新決定部１６からの状態更新情報信号等
を合成し、ＨＳ－ＳＣＣＨ，ＤＰＣＨ（ＤＬ），ＨＳ－ＰＤＳＣＨとして送信部２０及び
送受信共用器１２を介してアンテナ１１から発信する。
【００５３】
図４は本発明の第１の実施例による移動局の構成を示すブロック図である。図３において
、移動局２はアンテナ２１と、送受信共用器（ＤＵＰ）２２と、受信部２３と、ユーザデ
ータ分離部２４と、受信品質測定部２５と、パケット受信判定部２６と、パケット制御信
号生成部２７と、ＧＩＤ検出部２８と、状態更新決定部２９と、信号合成部３０と、送信
部３１とを含んで構成されている。尚、移動局２の呼制御部分、音声入出力部分、表示部
分については、公知の技術が適用可能であるので、それらの構成及び動作についての説明
は省略する。
【００５４】
受信部２３はアンテナ２１及び送受信共用器２２を介して受信した信号［ＣＰＩＣＨ（Ｃ
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ｏｍｍｏｎ　Ｐｉｌｏｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ：共通パイロット信号），ＤＰＣＨ（ＤＬ），
ＨＳ－ＰＤＳＣＨ］をユーザデータ分離部２４に送出する。ユーザデータ分離部２４は受
信部２３からの受信信号をユーザ情報（音声信号、画像信号等）と制御情報とに分離し、
ユーザ情報を上述した移動局２の呼制御部分、音声出力部分、表示部分にそれぞれ送出し
、制御情報をパケット受信判定部２６及びＧＩＤ検出部２８にそれぞれ送出する。
【００５５】
受信品質測定部２５は受信部２３からのＣＰＩＣＨの受信品質［Ｅｃ／Ｉｏ（チップ当た
りのエネルギ／単位周波数当たりの干渉波電力）］を測定し、その測定結果をパケット制
御信号生成部２７に出力する。パケット受信判定部２６はユーザデータ分離部２４からの
制御情報を基に、ＨＳ－ＳＣＣＨの制御情報（パケットの送信タイミングを通知するため
の信号）の有無、あるいは基地局１からのパケットを正常に受信したか否かを判定し、判
定結果をパケット制御信号生成部２７に出力する。
【００５６】
パケット制御信号生成部２７はパケット受信判定部２６からの判定結果を基に、受信した
パケットの通達確認情報であるＡＣＫ／ＮＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ／Ｎ
ｅｇａｔｉｖｅ　Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔｓ）と、受信品質測定部２５からの測
定結果に基づいたＣＱＩ情報とを生成して信号合成部３０に送出する。ＧＩＤ検出部２８
はユーザデータ分離部２４からの制御情報に自端末のグループＩＤがあるか否かを検出し
、その検出結果を状態更新決定部２９に通知する。
【００５７】
状態更新決定部２８はＧＩＤ検出部２８で自端末のグループＩＤが検出された時、ユーザ
データ分離部２４からの制御情報と、信号合成部３０に入力されるユーザ情報内の個別チ
ャネルデータの有無情報とを基に、状態更新フレームにおける状態（アクティブ／サスペ
ンド）を決定し、その状態を受信部２３及び送信部３１に伝達する。
【００５８】
信号合成部３０はパケット制御信号生成部２７からの情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ，ＣＱＩ）
、移動局２の呼制御部分や音声入力部分等の外部からの入力信号等を合成し、ＤＰＣＨ（
ＵＬ），ＨＳ－ＤＰＣＣＨとして送信部３１及び送受信共用器２２を介してアンテナ２１
から発信する。
【００５９】
図５は図３のＧＩＤ振り分け部１６によるユーザＩＤのグループＩＤ及び状態更新フレー
ムへの割り振り方を示す図であり、図６は図３のＧＩＤ振り分け部１６による移動局ＩＤ
のグループＩＤ及び状態更新フレームへの割り振り例を示す図である。これら図５及び図
６を参照してＧＩＤ振り分け部１６によるユーザＩＤのグループＩＤ及び状態更新フレー
ムへの割り振り方について説明する。
【００６０】
状態更新情報が各移動局に対するアクティブ／サスペンドの情報を送る場合には、移動局
毎に割当てられたユーザＩＤ　７ｂｉｔを、ＭＳＢ（Ｍｏｓｔ　Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ
　Ｂｉｔ）　３ｂｉｔのグループＩＤと、ＬＳＢ（Ｌｅａｓｔ　Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ
　Ｂｉｔ）　４ｂｉｔ（“００００”，“０００１”，“００１０”，・・・・）とに割
り振っている［図５（ａ）参照］。ここで、ＬＳＢ　４ｂｉｔにはそれぞれ時間軸上の状
態更新フレームナンバ（ＳＵＦ＃１，ＳＵＦ＃２，ＳＵＦ＃３，ＳＵＦ＃４，・・・）が
割当てられる。
【００６１】
また、図５（ｂ）の上部のボックスは、移動局ＩＤ＝“０００００００”～“１１１１１
１１”が割り振られた移動局を示し、下部のマトリックスはグループＩＤ及び状態更新フ
レームナンバの割り振りを表している。
【００６２】
この時、基地局１は、グループＩＤ＝“０００”をＩＧＮＯＲＥ（状態更新情報中にこれ
以降、グループＩＤはないという意味の符号）とし、このＩＧＮＯＲＥから距離の遠いグ
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ループＩＤ＃１＝“１１１”から順次、移動局に割り振っていく。
【００６３】
また、図６に示す例では、（１）の移動局をＳＵＦ＃１のＧＩＤ＃１（“１１１”）に割
り振ると、それに続く（２）～（７）の移動局をＳＵＦ＃１のＧＩＤ＃２（“１１０”）
，ＧＩＤ＃３（“１０１”），ＧＩＤ＃４（“０１１”），ＧＩＤ＃５（“１００”），
ＧＩＤ＃６（“０１０”），ＧＩＤ＃７（“００１”）にそれぞれ割り振っている。この
場合、（１）～（７）は移動局２が基地局１のセル内に移動してきた順番である。
【００６４】
尚、ＳＵＦ＃１の全てのＧＩＤが移動局２に割り振られると、続いてＳＵＦ＃２のＧＩＤ
が移動局２に割り振られることとなる。この場合には、グループＩＤとして符号系列を昇
順に割り振っているが、降順に割り振ってもよく、またＧＩＤ＃１のＳＵＦ＃１～ＳＵＦ
＃４の順番に、つまり状態更新フレームナンバ順（タイミング情報の順番）にグループＩ
Ｄを割り振ってもよい。
【００６５】
図７及び図８は本発明の第１の実施例によるサスペンド制御時における状態更新情報中の
グループＩＤの指定方法を示す模式図である。これら図１～図８を参照して本発明の第１
の実施例によるサスペンド制御について説明する。
【００６６】
図７（ａ）はＩＧＮＯＲＥの使用例を示している。図７（ａ）においては、ＧＩＤ＃１，
ＧＩＤ＃３，ＧＩＤ＃４をアクティブにした後、ＩＧＮＯＲＥを送り、これはどのＧＩＤ
も呼ばれないことを意味している。例えば、ＧＩＤ＃６が割り振られた移動局はＩＧＮＯ
ＲＥ以降の情報を見る必要はない。
【００６７】
また、グループＩＤの送信順序が昇順であると規定することによって、ＧＩＤ＃２が割り
振られた移動局は、ＧＩＤ＃１の後、ＧＩＤ＃３を受信すると、それ以降の情報を見なく
てもよい。
【００６８】
図７（ｂ），（ｃ）は、Ｖａｒｉａｂｌｅ　ＩＤ　Ｆｌａｇ　１（状態更新情報で１つの
グループＩＤに使うビット数を規定するフラグ）（“０００”：ｓｈｏｒｔ，“１１１”
：ｌｏｎｇ）の使用例を示している。ここで、Ｖａｒｉａｂｌｅ　ＩＤ　Ｆｌａｇ　１に
おいて、“０００”：１つのグループＩＤに使うビット数が３ビット［図７（ｂ）参照］
、“１１１”：１つのグループＩＤに使うビット数が６ビットを示しており［図７（ｃ）
参照］、６ビットの場合にはグループＩＤ（３ｂｉｔ）を繰り返して１つのグループＩＤ
とする。
【００６９】
図７（ｂ）に示す例では、Ｖａｒｉａｂｌｅ　ＩＤ　Ｆｌａｇ　１が“０”で、状態更新
情報中のグループＩＤ数は５個であり、各グループＩＤを３ビットで送信する。図７（ｃ
）に示す例では状態更新情報中のグループＩＤ数が少ないため、Ｖａｒｉａｂｌｅ　ＩＤ
　Ｆｌａｇ　１を“１”とし、グループＩＤを６ビットで表している。この時、ＧＩＤ＃
３“１０１”をリピートし、“１１００１１”と送ることによって、雑音に対する耐性が
強まる。
【００７０】
図７（ｄ）～（ｆ）は、Ａｌｌ　ａｃｔｉｖｅ（状態更新情報中で、呼ばれる可能性のあ
る全てのグループＩＤによって指定される全ての移動局をアクティブにするという意味の
符号）の使用方法について示している。
【００７１】
例えば、グループＩＤ＝“１１１１１”を“Ａｌｌ＿ａｃｔｉｖｅ”の符号として割当て
る。これは、１つの状態更新情報が２０ビットで、グループＩＤが５ビットである場合の
例である。
【００７２】
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１つの状態更新情報中で、アクティブにするグループＩＤ数が３の場合には、図７（ｄ）
に示すように、各グループＩＤを送信して余った部分をＩＧＮＯＲＥで埋める。アクティ
ブにするグループＩＤ数が４の場合には、図７（ｅ）に示すように、全ての有効ビットを
グループＩＤで埋める。
【００７３】
図７（ｆ）に示すように、アクティブにするグループＩＤ数がより多い場合には、グルー
プＩＤを送ることができないため、Ａｌｌ　ａｃｔｉｖｅを全てのビットに送信する。こ
の時、この状態更新情報で自グループＩＤ（その移動局に割り振られたグループＩＤ）が
送られる可能性のある移動局は全てアクティブになる。
【００７４】
図８（ａ）は各状態更新フレームナンバ毎に、状態更新情報の所定ビット単位でグループ
ＩＤが割当てられている場合に、移動局各々のユーザＩＤがそれぞれ対応する固定タイミ
ング（状態更新フレームナンバとグループＩＤとで特定されるタイミング）で、移動局に
対するサスペンド制御を行う例を示している。
【００７５】
この場合には、状態更新フレームのタイミング情報を用いるだけでなく、図８（ａ）に示
すように、状態更新情報中において予め指定された各グループＩＤ毎のタイミングにアク
ティブ／サスペンド情報を入れて、移動局ＩＤにサスペンド制御を行う。アクティブ／サ
スペンドを“０００”，“１１１”で表す場合には、アクティブ＝“ＯＮ”，サスペンド
＝“ＯＦＦ”と記している。時間情報は誤りにくいと考えると、各情報が３ビットの繰り
返しのため、誤りが起こりにくい。
【００７６】
図８（ｂ），（ｃ）はＡｃｔｉｖｅ　ｅｎａｂｌｅ　ｂｉｔ（状態更新情報中にアクティ
ブと指定されるグループＩＤがあるかどうかを示す）の使用方法を説明するための模式図
である。
【００７７】
Ａｃｔｉｖｅ　ｅｎａｂｌｅ　ｂｉｔ＝“０００”は、状態更新情報中の全てのグループ
ＩＤがサスペンド（ＯＦＦ）であることを意味しているので、ＧＩＤ＃３は伝送路の影響
で“０１０”だが、移動局はこれをＯＦＦと判断することができる［図８（ｂ）参照］。
【００７８】
一方、Ａｃｔｉｖｅ　ｅｎａｂｌｅ　ｂｉｔ＝“１１１”は、状態更新情報中のいずれか
のグループＩＤがアクティブ（ＯＮ）であることを意味しているので、ＧＩＤ＃３は伝送
路の影響で“０１０”だが、移動局はこれをＯＮと判断することができる［図８（ｃ）参
照］。
【００７９】
このように、本実施例では、伝送路上で自局に対応するグループＩＤの情報に誤りが生じ
ても、Ａｃｔｉｖｅ　ｅｎａｂｌｅ　ｂｉｔによって状態更新情報中にアクティブと指定
されるグループＩＤがあるかどうかを示しているので、アクティブ／サスペンドを正しく
判別することができるため、伝送路によって情報伝達が阻害された場合の情報品質の改善
を行うことができる。
【００８０】
図８（ｄ），（ｅ）は、Ｆｉｘｅｄ　Ｎｕｍｂｅｒ　Ｆｌａｇ（予め定めたグループＩＤ
数より、状態更新情報中に送信するグループＩＤ数が多いか少ないかを表示するフラグ）
の使用方法を説明するための模式図である。ここでは、Ｆｉｘｅｄ　Ｎｕｍｂｅｒ＝２と
している。
【００８１】
Ｆｉｘｅｄ　Ｎｕｍｂｅｒ　Ｆｌａｇ＝“１１１”は、状態更新情報中のグループＩＤが
Ｆｉｘｅｄ　Ｎｕｍｂｅｒより多いことを意味するので、図８（ｄ）において、ＧＩＤ＃
５は“０１０”だが、移動局はこれをＯＮと判断する。
【００８２】
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一方、Ｆｉｘｅｄ　Ｎｕｍｂｅｒ　Ｆｌａｇ＝“０００”は、状態更新情報中のグループ
ＩＤがＦｉｘｅｄ　Ｎｕｍｂｅｒ以下であることを意味するので、図８（ｅ）において、
ＧＩＤ＃５は“０１０”だが、移動局はこれをＯＦＦと判断することができる。
【００８３】
この場合も、上記と同様に、伝送路上で自局に対応するグループＩＤの情報に誤りが生じ
ても、Ｆｉｘｅｄ　Ｎｕｍｂｅｒ　Ｆｌａｇによって状態更新情報中に送信するグループ
ＩＤ数が予め定めたグループＩＤ数より多いか少ないかを表示しているので、アクティブ
／サスペンドを正しく判別することができるため、伝送路によって情報伝達が阻害された
場合の情報品質の改善を行うことができる。
【００８４】
図９は本発明の第１の実施例におけるグループＩＤ及び状態更新フレームナンバの割当て
順序を説明するための模式図である。基地局１が無線接続した移動局２に状態更新フレー
ムナンバとグループＩＤとを割り振る場合、グループＩＤの符号間距離及び時間距離が遠
いものから割当てていく方法を示す。
【００８５】
図９において、まず最初に（１）を割り振ったとすると、グループＩＤについて、距離が
遠い符号を考えると、“００”に対して“１１”が符号距離「２」で遠い。状態更新フレ
ームナンバは、ＳＵＦ＃４の後にＳＵＦ＃１がつながっている場合、ＳＵＦ＃３が最も遠
いことになる。上記と同様に、（２）は符号間距離と時間距離とを足した時間符号距離が
「４」と最も遠いので、（１）の次には（２）が割り振られる。
【００８６】
（１），（２）が埋まった後、（３）と（４）とは各々既に埋まっているグループＩＤ、
状態更新フレームに対してそれぞれ符号距離「１」、時間距離「１」である。その後、い
ずれかの条件が同じのもを割り振るしかないが、（５），（６），（７），（８）の距離
が遠い。
【００８７】
例えば、（５）は（１）に対して（時間距離「０」、符号距離「２」）であり、（３）に
対して（時間距離「１」、符号距離「１」）であり、（２）に対して（時間距離「２」、
符号距離「０」）である。
【００８８】
比較すると、（１１）は（１）に対して（時間距離「０」、符号距離「１」）であり、（
３）に対して（時間距離「１」、符号距離「０」）であり、（２）に対して（時間距離「
２」、符号距離「１」）である。残りの（９），（１０），（１１），（１２），（１３
），（１４），（１５），（１６）は、距離的にはそれぞれ変わらないので、いずれの順
番でもよい。
【００８９】
要約すると、順序は以下のいずれかにすると、
［（１），（２）］→［（３），（４）］→［（５），（６），（７），（８）］→［（
９），（１０），（１１），（１２），（１３），（１４），（１５），（１６）］
［（３），（４）］→［（１），（２）］→［（５），（６），（７），（８）］→［（
９），（１０），（１１），（１２），（１３），（１４），（１５），（１６）］
というように、符号間距離及び時間距離が近くないものから割り振られることになる。尚
、上記の（１）～（１６）はＧＩＤとＳＵＦ＃１～＃４とで特定される枠を示しているが
、移動局２が基地局１のセル内に移動してきた順番とみなすこともできる。
【００９０】
図１０及び図１１は本発明の第１の実施例における重複割り当てを説明するための模式図
である。図１０の上部のボックスは、移動局ＩＤ＝“０００００”～“１１１１１”が割
り振られた移動局を示し、下部のマトリックスはグループＩＤ及び状態更新フレームナン
バの割り振りを表している。
【００９１】
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基地局１は接続状態の移動局にサスペンド制御のためのグループＩＤや状態更新フレーム
ナンバを割当てるが、さらに接続状態の移動局が増えてグループＩＤや状態更新フレーム
ナンバが不足した場合、同じグループＩＤ，状態更新ナンバを複数の移動局に割当てる。
この例では、移動局ＩＤ＝“０００００”と移動局ＩＤ＝“１００００”とが、同じＳＵ
Ｆ＃１，グループＩＤ“００”に割り付けられている。
【００９２】
図１１は本発明の第１の実施例における重複時の割り振り順序を表している。図９に示す
例と同様に、リソースを全て割り振った後、移動局の接続が解除されてグループＩＤ及び
状態更新フレームナンバのセットに空きが出ればそれを割り振るが、そうでない場合、最
初の割り振りと重複割り振りは、
［（１），（２）］→［（３），（４）］→［（５），（６），（７），（８）］→［（
９），（１０），（１１），（１２），（１３），（１４），（１５），（１６）］→［
（１），（２）］→・・・・・
というように同じ順序で行っていく。
【００９３】
図１２（ａ），（ｂ），（ｃ）は、重複割当て時におけるＶａｒｉａｂｌｅ　ＩＤ　Ｆｌ
ａｇ　２（グループＩＤの重複割当時にグループＩＤを増やしていった場合、状態更新情
報で１つのグループＩＤに使うビット数を規定するフラグ）の使用例を示している。
【００９４】
図１２（ａ）では、接続状態の移動局が増えたために、グループＩＤや状態更新フレーム
ナンバが足りなくなった場合、それまで２ビットだったグループＩＤを３ビットに変更し
、そのグループＩＤを割当てる。しかしながら、さらに接続状態の移動局が増えてグルー
プＩＤや状態更新フレームナンバが不足した場合、同じグループＩＤや状態更新フレーム
ナンバを複数の移動局に割当てる。
【００９５】
この例では、移動局ＩＤ“０００００”がＳＵＦ＃１のグループＩＤ＝“００”に割り振
られたが、移動局ＩＤ“１００００”はグループＩＤが足りなくなったので、１ビット増
やして“１００”に割り付けられている。
【００９６】
このような重複割当て時のＶａｒｉａｂｌｅ　ＩＤ　Ｆｌａｇ　２の使用例について図１
２（ｂ），（ｃ）に示している。図１２（ｂ）では、Ｖａｒｉａｂｌｅ　ＩＤ　Ｆｌａｇ
　２は“００”であり、ＯＦＦのため、状態更新情報中のＧＩＤは初期ビット数２ビット
で指定する。この時、ＳＵＦ＃１の場合とすると、グループＩＤ＝“００”で指定される
移動局ＩＤ“０００００”の移動局と、移動局ＩＤ“１００００”の移動局とがアクティ
ブになる。
【００９７】
一方、図１２（ｃ）の例では、Ｖａｒｉａｂｌｅ　ＩＤ　Ｆｌａｇ　２は“０１”のため
、状態更新情報中で「初期ビット数＋１ビット」の３ビットで指定する。グループＩＤは
“０００”と指定されるため、移動局ＩＤ“０００００”の移動局はアクティブになるが
、移動局ＩＤ“１００００”の移動局はサスペンドとなる。
【００９８】
このように、本実施例では、テンポラリに割当てられたユーザＩＤを用い、またそのユー
ザＩＤに用いられるグループＩＤをテンポラリに割当てることによって、その移動局個々
を特定するためのユーザＩＤにグループＩＤと状態更新フレームナンバとの組合せとする
ことが可能となるため、移動局の数に応じてグループＩＤをさらに短くすることが可能と
なり、状態更新情報を通知するために移動局固有のＩＤを用いる場合よりも、エア資源の
効率化を図ることが可能となる。
【００９９】
尚、本発明では、状態更新情報を送信するチャネルがＨＳＤＰＡ制御情報を送信するＨＳ
－ＳＣＣＨを利用せず、別に専用の制御チャネルを設定してもよい。また、本発明では、
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アクティブ通知受信確認信号の送信方法として、ＨＳ－ＤＰＣＣＨを用いて送信してもよ
いし、他の制御チャネルを用いて送信してもよい。
【０１００】
さらに、本発明では、ＨＳＤＰＡだけでなく、双方向のチャネルで、ユーザデータの送信
に使用するＤＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、下り方向の共通チャネルで
、制御情報及びユーザデータの送信に使用するＦＡＣＨ（Ｆｏｒｗａｒｄ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｃｈａｎｎｅｌ）にも適用することができる。
【０１０１】
つまり、本発明は上記のＨＳＤＰＡサービス等の高速パケット通信以外のパケット通信に
も適用することができ、サスペンド制御以外にも移動局のグループを特定して制御等を行
うものであれば適用可能である。また、本発明は上述した各実施例に限定されるものでは
なく、上記の各実施例を組合わせて使用することも可能である。
【０１０２】
尚、請求項の記載に関連して本発明はさらに次の態様をとりうる。
【０１０３】
（１）移動局との間で制御情報及びデータの送受信を行う基地局であって、符号系列と当
該符号系列を前記移動局に通知するタイミング情報とからなるユーザ識別情報を前記移動
局に一時的に割当てる手段を有し、
自局が管理するセル内に前記移動局が移動してきたときに当該移動局に前記ユーザ識別情
報を割当て、
前記ユーザ識別情報は、予め設定された所定の順番で前記移動局に割当てられることを特
徴とする基地局。
【０１０４】
（２）前記所定の順番は、前記ユーザ識別情報相互の符号及びタイミングの違いが大きく
なるような順番であることを特徴とする（１）記載の基地局。
【０１０５】
（３）前記符号系列は、前記符号系列の通知情報内においてそのタイミング以降に前記符
号系列がないことを示す特定符号を含み、前記特定符号との符号間距離が大きい符号系列
から優先して前記移動局に割り当てることを特徴とする（１）または（２）記載の基地局
。
【０１０６】
（４）前記特定符号は、前記通知情報内において最初に顕在した位置から連続して送信さ
れることを特徴とする（３）記載の基地局。
【０１０７】
（５）前記移動局に通知される前記ユーザ識別情報のタイミング及び前記ユーザ識別情報
の通知情報内における当該移動局に対応する固定タイミングで当該移動局への情報を通知
することを特徴とする（１）から（４）のいずれか記載の基地局。
【０１０８】
（６）前記移動局に対する呼出しの有り／無しの表示をオン／オフ情報で行うことを特徴
とする（５）記載の基地局。
【０１０９】
（７）自局が管理するセル内の移動局に前記ユーザ識別情報が付与不能となった時に前記
ユーザ識別情報を重複して前記移動局に割当てることを特徴とする（１）から（６）のい
ずれか記載の基地局。
【０１１０】
（８）前記ユーザ識別情報に用いるビット数を特定する第１のフラグ情報を前記基地局か
ら前記移動局に通知し、前記ユーザ識別情報のビット数を可変としたことを特徴とする（
１）から（７）のいずれか記載の基地局。
【０１１１】
（９）前記ユーザ識別情報の数が予め設定した所定個数以下の場合に前記ユーザ識別情報
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を前記移動局各々に通知し、前記所定個数以上の時に前記移動局全てを特定する情報を通
知することを特徴とする（１）から（８）のいずれか記載の基地局。
【０１１２】
（１０）通知される前記ユーザ識別情報が予め定めた個数より多いか少ないかを第２のフ
ラグ情報を用いて通知することを特徴とする（１）から（９）のいずれか記載の基地局。
【０１１３】
（１１）移動局との間で制御情報及びデータの送受信を行う基地局であって、符号系列と
当該符号系列を前記移動局に通知するタイミング情報とからなるユーザ識別情報を前記移
動局に一時的に割当てる手段を有し、
前記移動局における前記パケットの受信が可能か否かの状態の更新を示す送受信状態更新
情報を前記移動局に通知する手段を含み、
前記送受信状態更新情報に基づいて、前記移動局で前記パケットの受信が可能なアクティ
ブ状態と、前記移動局で前記パケットの受信が不可能なサスペンド状態とのいずれかに設
定するサスペンド制御を実行し、
前記送受信状態更新情報に前記サスペンド制御の対象となる移動局の前記ユーザ識別情報
を割り振り
前記ユーザ識別情報は、予め設定された所定の順番で前記移動局に割当てられることを特
徴とする基地局。
【０１１４】
（１２）前記所定の順番は、前記ユーザ識別情報相互の符号及びタイミングの違いが大き
くなるような順番であることを特徴とする（１１）記載の基地局。
【０１１５】
（１３）前記符号系列は、前記符号系列の通知情報内においてそのタイミング以降に前記
符号系列がないことを示す特定符号を含み、前記特定符号との符号間距離が大きいユーザ
識別情報から優先して前記移動局に割り当てることを特徴とする（１１）または（１２）
記載の基地局。
【０１１６】
（１４）前記特定符号は、前記通知情報内において最初に顕在した位置から連続して送信
されることを特徴とする（１３）記載の基地局。
【０１１７】
（１５）前記移動局に通知される前記ユーザ識別情報のタイミング及び前記ユーザ識別情
報の通知情報内における当該移動局に対応する固定タイミングで当該移動局への情報を通
知することを特徴とする（１１）から（１４）のいずれか記載の基地局。
【０１１８】
（１６）前記移動局に対する呼出しの有り／無しの表示をオン／オフ情報で行うことを特
徴とする（１５）記載の基地局。
【０１１９】
（１７）自局が管理するセル内の移動局に前記ユーザ識別情報が付与不能となった時に前
記ユーザ識別情報を重複して前記移動局に割当てることを特徴とする（１１）から（１６
）のいずれか記載の基地局。
【０１２０】
（１８）前記ユーザ識別情報に用いるビット数を特定する第１のフラグ情報を前記基地局
から前記移動局に通知し、前記ユーザ識別情報のビット数を可変としたことを特徴とする
（１１）から（１８）のいずれか記載の基地局。
【０１２１】
（１９）前記ユーザ識別情報の数が予め設定した所定個数以下の場合に前記ユーザ識別情
報を前記移動局各々に通知し、前記所定個数以上の時に前記移動局全てを特定する情報を
通知することを特徴とする（１１）から（１８）のいずれか記載の基地局。
【０１２２】
（２０）通知される前記ユーザ識別情報が予め定めた個数より多いか少ないかを第２のフ
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ラグ情報を用いて通知することを特徴とする（１１）から（１９）のいずれか記載の基地
局。
【０１２３】
（２１）移動局との間で制御情報及びデータの送受信を行う基地局であって、符号系列と
当該符号系列を前記移動局に通知するタイミング情報とからなるユーザ識別情報を前記移
動局に一時的に割当てる手段を有し、
自局が管理するセル内に前記移動局が移動してきたときに当該移動局に前記ユーザ識別情
報を割当て、
前記移動局における前記パケットの受信が可能か否かの状態の更新を示す送受信状態更新
情報を前記移動局に通知する手段を含み、
前記送受信状態更新情報に基づいて、前記移動局で前記パケットの受信が可能なアクティ
ブ状態と、前記移動局で前記パケットの受信が不可能なサスペンド状態とのいずれかに設
定するサスペンド制御を実行し、
前記送受信状態更新情報に前記サスペンド制御の対象となる移動局の前記ユーザ識別情報
を割り振り、
前記ユーザ識別情報は、予め設定された所定の順番で前記移動局に割当てられることを特
徴とする基地局。
【０１２４】
（２２）前記所定の順番は、前記ユーザ識別情報相互の符号及びタイミングの違いが大き
くなるような順番であることを特徴とする（２１）記載の基地局。
【０１２５】
（２３）前記符号系列は、前記符号系列の通知情報内においてそのタイミング以降に前記
符号系列がないことを示す特定符号を含み、前記特定符号との符号間距離が大きいユーザ
識別情報から優先して前記移動局に割り当てることを特徴とする（２１）または（２２）
記載の基地局。
【０１２６】
（２４）前記特定符号は、前記通知情報内において最初に顕在した位置から連続して送信
されることを特徴とする（２３）記載の基地局。
【０１２７】
（２５）前記移動局に通知される前記ユーザ識別情報のタイミング及び前記ユーザ識別情
報の通知情報内における当該移動局に対応する固定タイミングで当該移動局への情報を通
知することを特徴とする（２１）から（２４）のいずれか記載の基地局。
【０１２８】
（２６）前記移動局に対する呼出しの有り／無しの表示をオン／オフ情報で行うことを特
徴とする（２５）記載の基地局。
【０１２９】
（２７）自局が管理するセル内の移動局に前記ユーザ識別情報が付与不能となった時に前
記ユーザ識別情報を重複して前記移動局に割当てることを特徴とする（２１）から（２６
）のいずれか記載の基地局。
【０１３０】
（２８）前記ユーザ識別情報に用いるビット数を特定する第１のフラグ情報を前記基地局
から前記移動局に通知し、前記ユーザ識別情報のビット数を可変としたことを特徴とする
（２１）から（２７）のいずれか記載の基地局。
【０１３１】
（２９）前記ユーザ識別情報の数が予め設定した所定個数以下の場合に前記ユーザ識別情
報を前記移動局各々に通知し、前記所定個数以上の時に前記移動局全てを特定する情報を
通知することを特徴とする（２１）から（２８）のいずれか記載の基地局。
【０１３２】
（３０）通知される前記ユーザ識別情報が予め定めた個数より多いか少ないかを第２のフ
ラグ情報を用いて通知することを特徴とする（２１）から（２９）のいずれか記載の基地
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局。
【０１３３】
（３１）基地局と移動局との間で制御情報及びデータの送受信を行う移動無線通信方法で
あって、
符号系列と当該符号系列を前記移動局に通知するタイミング情報とからなるユーザ識別情
報を前記基地局が前記移動局に一時的に割当て、
前記基地局は、前記基地局が管理するセル内に前記移動局が移動してきたときに当該移動
局に前記ユーザ識別情報を割当て、
前記ユーザ識別情報は、予め設定された所定の順番で前記移動局に割当てられることを特
徴とする移動無線通信方法。
【０１３４】
（３２）前記所定の順番は、前記ユーザ識別情報相互の符号及びタイミングの違いが大き
くなるような順番であることを特徴とする（３１）記載の移動無線通信方法。
【０１３５】
（３３）前記移動局は、前記基地局によって複数の前記ユーザ識別情報からなる通知情報
内において自局のユーザ識別情報の後段に位置するユーザ識別情報が前記自局のユーザ識
別情報よりも先に示された時にそれ以降のユーザ識別情報について無視することを特徴と
する（３１）または（３２）記載の移動無線通信方法。
【０１３６】
（３４）前記符号系列は、前記符号系列の通知情報内においてそのタイミング以降に前記
符号系列がないことを示す特定符号を含み、前記特定符号との符号間距離が大きいユーザ
識別情報から優先して前記移動局に割り当てることを特徴とする（３１）から（３３）の
いずれか記載の移動無線通信方法。
【０１３７】
（３５）前記特定符号は、前記通知情報内において最初に顕在した位置から連続して送信
されることを特徴とする（３４）記載の移動無線通信方法。
【０１３８】
（３６）前記基地局は、前記移動局に通知される前記ユーザ識別情報のタイミング及び前
記ユーザ識別情報の通知情報内における当該移動局に対応する固定タイミングで当該移動
局への情報を通知することを特徴とする（３１）から（３５）のいずれか記載の移動無線
通信方法。
【０１３９】
（３７）前記移動局に対する呼出しの有り／無しの表示をオン／オフ情報で行うことを特
徴とする（３６）記載の移動無線通信方法。
【０１４０】
（３８）前記基地局が管理するセル内の移動局に前記ユーザ識別情報が付与不能となった
時に前記ユーザ識別情報を重複して前記移動局に割当てることを特徴とする（３１）から
（３７）のいずれか記載の移動無線通信方法。
【０１４１】
（３９）前記ユーザ識別情報に用いるビット数を特定する第１のフラグ情報を前記基地局
から前記移動局に通知し、前記ユーザ識別情報のビット数を可変としたことを特徴とする
（３１）から（３８）のいずれか記載の移動無線通信方法。
【０１４２】
（４０）前記ユーザ識別情報の数が予め設定した所定個数以下の場合に前記ユーザ識別情
報を前記移動局各々に通知し、前記所定個数以上の時に前記移動局全てを特定する情報を
通知することを特徴とする（３１）から（３９）のいずれか記載の移動無線通信方法。
【０１４３】
（４１）通知される前記ユーザ識別情報が予め定めた個数より多いか少ないかを第２のフ
ラグ情報を用いて通知することを特徴とする（３１）から（４０）のいずれか記載の移動
無線通信方法。



(19) JP 4147906 B2 2008.9.10

10

20

30

40

50

【０１４４】
（４２）基地局と移動局との間で制御情報及びデータの送受信を行う移動無線通信方法で
あって、
符号系列と当該符号系列を前記移動局に通知するタイミング情報とからなるユーザ識別情
報を前記基地局が前記移動局に一時的に割当て、
前記移動局における前記パケットの受信が可能か否かの状態の更新を示す送受信状態更新
情報を前記基地局から前記移動局に通知し、
前記送受信状態更新情報に基づいて、前記移動局で前記パケットの受信が可能なアクティ
ブ状態と、前記移動局で前記パケットの受信が不可能なサスペンド状態とのいずれかに設
定するサスペンド制御を実行し、
前記送受信状態更新情報に前記サスペンド制御の対象となる移動局の前記ユーザ識別情報
を割り振り、
前記ユーザ識別情報は、予め設定された所定の順番で前記移動局に割当てられることを特
徴とする移動無線通信方法。
【０１４５】
（４３）前記所定の順番は、前記ユーザ識別情報相互の符号及びタイミングの違いが大き
くなるような順番であることを特徴とする（４２）記載の移動無線通信方法。
【０１４６】
（４４）前記移動局は、前記基地局によって複数の前記ユーザ識別情報からなる通知情報
内において自局のユーザ識別情報の後段に位置するユーザ識別情報が前記自局のユーザ識
別情報よりも先に示された時にそれ以降のユーザ識別情報について無視することを特徴と
する（４２）または（４３）記載の移動無線通信方法。
【０１４７】
（４５）前記符号系列は、前記符号系列の通知情報内においてそのタイミング以降に前記
符号系列がないことを示す特定符号を含み、前記特定符号との符号間距離が大きいユーザ
識別情報から優先して前記移動局に割り当てることを特徴とする（４２）から（４４）の
いずれか記載の移動無線通信方法。
【０１４８】
（４６）前記特定符号は、前記通知情報内において最初に顕在した位置から連続して送信
されることを特徴とする（４５）記載の移動無線通信方法。
【０１４９】
（４７）前記基地局は、前記移動局に通知される前記ユーザ識別情報のタイミング及び前
記ユーザ識別情報の通知情報内における当該移動局に対応する固定タイミングで当該移動
局への情報を通知することを特徴とする（４２）から（４６）のいずれか記載の移動無線
通信方法。
【０１５０】
（４８）前記移動局に対する呼出しの有り／無しの表示をオン／オフ情報で行うことを特
徴とする（４７）記載の移動無線通信方法。
【０１５１】
（４９）前記基地局が管理するセル内の移動局に前記ユーザ識別情報が付与不能となった
時に前記ユーザ識別情報を重複して前記移動局に割当てることを特徴とする（４２）から
（４８）のいずれか記載の移動無線通信方法。
【０１５２】
（５０）前記ユーザ識別情報に用いるビット数を特定する第１のフラグ情報を前記基地局
から前記移動局に通知し、前記ユーザ識別情報のビット数を可変としたことを特徴とする
（４２）から（４９）のいずれか記載の移動無線通信方法。
【０１５３】
（５１）前記ユーザ識別情報の数が予め設定した所定個数以下の場合に前記ユーザ識別情
報を前記移動局各々に通知し、前記所定個数以上の時に前記移動局全てを特定する情報を
通知することを特徴とする（４２）から（５０）のいずれか記載の移動無線通信方法。
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【０１５４】
（５２）通知される前記ユーザ識別情報が予め定めた個数より多いか少ないかを第２のフ
ラグ情報を用いて通知することを特徴とする（４２）から（５１）のいずれか記載の移動
無線通信方法。
【０１５５】
（５３）基地局と移動局との間で制御情報及びデータの送受信を行う移動無線通信方法で
あって、
符号系列と当該符号系列を前記移動局に通知するタイミング情報とからなるユーザ識別情
報を前記基地局が前記移動局に一時的に割当て、
前記基地局は、前記基地局が管理するセル内に前記移動局が移動してきたときに当該移動
局に前記ユーザ識別情報を割当て、
前記移動局における前記パケットの受信が可能か否かの状態の更新を示す送受信状態更新
情報を前記基地局から前記移動局に通知し、
前記送受信状態更新情報に基づいて、前記移動局で前記パケットの受信が可能なアクティ
ブ状態と、前記移動局で前記パケットの受信が不可能なサスペンド状態とのいずれかに設
定するサスペンド制御を実行し、
前記送受信状態更新情報に前記サスペンド制御の対象となる移動局の前記ユーザ識別情報
を割り振り、
前記ユーザ識別情報は、予め設定された所定の順番で前記移動局に割当てられることを特
徴とする移動無線通信方法。
【０１５６】
（５４）前記所定の順番は、前記ユーザ識別情報相互の符号及びタイミングの違いが大き
くなるような順番であることを特徴とする（５３）記載の移動無線通信方法。
【０１５７】
（５５）前記移動局は、前記基地局によって複数の前記ユーザ識別情報からなる通知情報
内において自局のユーザ識別情報の後段に位置するユーザ識別情報が前記自局のユーザ識
別情報よりも先に示された時にそれ以降のユーザ識別情報について無視することを特徴と
する（５３）または（５４）記載の移動無線通信方法。
【０１５８】
（５６）前記符号系列は、前記符号系列の通知情報内においてそのタイミング以降に前記
符号系列がないことを示す特定符号を含み、前記特定符号との符号間距離が大きいユーザ
識別情報から優先して前記移動局に割り当てることを特徴とする（５３）から（５５）の
いずれか記載の移動無線通信方法。
【０１５９】
（５７）前記特定符号は、前記通知情報内において最初に顕在した位置から連続して送信
されることを特徴とする（５６）記載の移動無線通信方法。
【０１６０】
（５８）前記基地局は、前記移動局に通知される前記ユーザ識別情報のタイミング及び前
記ユーザ識別情報の通知情報内における当該移動局に対応する固定タイミングで当該移動
局への情報を通知することを特徴とする（５３）から（５７）のいずれか記載の移動無線
通信方法。
【０１６１】
（５９）前記移動局に対する呼出しの有り／無しの表示をオン／オフ情報で行うことを特
徴とする（５８）記載の移動無線通信方法。
【０１６２】
（６０）前記基地局が管理するセル内の移動局に前記ユーザ識別情報が付与不能となった
時に前記ユーザ識別情報を重複して前記移動局に割当てることを特徴とする（５３）から
（５９）のいずれか記載の移動無線通信方法。
【０１６３】
（６１）前記ユーザ識別情報に用いるビット数を特定する第１のフラグ情報を前記基地局
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から前記移動局に通知し、前記ユーザ識別情報のビット数を可変としたことを特徴とする
（５３）から（６９）のいずれか記載の移動無線通信方法。
【０１６４】
（６２）前記ユーザ識別情報の数が予め設定した所定個数以下の場合に前記ユーザ識別情
報を前記移動局各々に通知し、前記所定個数以上の時に前記移動局全てを特定する情報を
通知することを特徴とする（５３）から（６１）のいずれか記載の移動無線通信方法。
【０１６５】
（６３）通知される前記ユーザ識別情報が予め定めた個数より多いか少ないかを第２のフ
ラグ情報を用いて通知することを特徴とする（５３）から（６２）のいずれか記載の移動
無線通信方法。
【０１６６】
【発明の効果】
以上説明したように本発明は、基地局と移動局との間で制御情報及びデータの送受信を行
う移動無線通信システムにおいて、符号系列と当該符号系列を移動局に通知するタイミン
グ情報とからなるユーザ識別情報を基地局が移動局に一時的に割当てることによって、移
動局の数に対してグループ識別情報を短くすることができ、エア資源の効率化を図ること
ができるという効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態による移動無線通信システムの構成を示すブロック図である
。
【図２】図１の基地局及び移動局の間で送受信される信号の流れを示す図である。
【図３】本発明の第１の実施例による基地局の構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の第１の実施例による移動局の構成を示すブロック図である。
【図５】図３のＧＩＤ振り分け部による移動局ＩＤのグループＩＤ及び状態更新フレーム
への割り振り方を示す図である。
【図６】図３のＧＩＤ振り分け部による移動局ＩＤのグループＩＤ及び状態更新フレーム
への割り振り例を示す図である。
【図７】本発明の第１の実施例によるサスペンド制御時における状態更新情報中のグルー
プＩＤの指定方法を示す模式図である。
【図８】本発明の第１の実施例によるサスペンド制御時における状態更新情報中のグルー
プＩＤの指定方法を示す模式図である。
【図９】本発明の第１の実施例におけるグループＩＤ及び状態更新フレームナンバの割当
て順序を説明するための模式図である。
【図１０】本発明の第１の実施例における重複割り当てを説明するための模式図である。
【図１１】本発明の第１の実施例における重複割り当てを説明するための模式図である。
【図１２】本発明の第１の実施例における重複割当て時におけるＶａｌｕａｂｌｅ　ＧＩ
Ｄ　Ｆｌａｇ２の使用例を示す図である。
【図１３】従来例による移動無線通信システムの構成を示すブロック図である。
【図１４】従来例における基地局と移動局との間で送受信される信号の流れを示す図であ
る。
【符号の説明】
１　基地局
２　移動局
３　基地局制御装置
１１，２１　アンテナ
１２，２２　送受信共用器
１３，２３　受信部
１４，２４　ユーザデータ分離部
１５　パケット送信制御部
１６　ＧＩＤ振り分け部
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１７，２９　状態更新決定部
１８　バッファ
１９，３０　信号合成部
２０，３１　送信部
２５　受信品質測定部
２６　パケット受信判定部
２７　パケット制御信号生成部
２８　ＧＩＤ検出部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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